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タレント候補の立候補は少ない選挙であった。
また，05年に衆議院選挙で大量に落選した民
主党議員や自民党離党者などの衆議院から参
議院への鞍替え組の行方が注目された。民主
党は，女性を多く擁立し，女性議員躍進の原
動力となった。

NHK では今回の参議院選挙で表 1のよう
に選挙後も含め，6回の世論調査を実施したが ,
投票日1週前の全選挙区調査では個人面接調
査で，それ以外の調査は RDD による電話調
査で実施している。

この稿では，I で，今回の選挙で自民党が
大敗し，民主党が躍進することとなった有権者
の意識を投票日前の調査結果から探り，II で ,
選挙後に実施した調査の結果から , 選挙結果
の評価や安倍内閣崩壊の理由などについて報
告する。

  はじめに

第 21回参議院選挙結果は , 自民党は改選
議席を27減らし37議席となり，98年に橋本
首相が開票中に辞意を表明した44議席を大き
く下回り，さらには89年に宇野首相が退陣し
た過去最低の36議席に匹敵する歴史的大敗と
なった。自民党の新勢力は83，与党合わせて
も102 で過半数の121を大きく割り込んだ。一
方，民主党は28増で60議席を得，非改選を
合わせ109議席となり，参院で第 1党となった。
自民党は，55年体制以来参院で占めてきた第
1党の座を初めて明け渡すこととなった。また，
民主党躍進の陰で，新党日本は1議席増えた
ものの，共産党は2議席減，社民党は1議席
減となり，2大政党化が進展した。

今回の参議院選挙は「非拘束名簿式」が比
例代表に導入されて，3回目となるが，著名な

表1　参議院選挙に関する調査の概要

自民党歴史的大敗と有権者の選択
～第 21回参議院選挙世論調査結果から～

河野　啓　
編成局（編成・世論）藤岡隆史　 

調査名 第 1 回全国電話 第 2 回全国電話 第 3 回全国電話 第 4 回全国電話 全選挙区面接 政治意識月例

調査時期 7 月 6 日（金）
～ 8 日（日）

7 月 13 日（金）
～ 15 日（日）

7 月 20 日（金）
～ 22 日（日）

7 月 25 日（木）
～ 26 日（金）

7 月 20 日（金）
～ 22 日（日）

8 月 10 日（金）
～ 12 日（日）

調査相手
全国の 20 歳以上 全国の 20 歳以上 全国の 20 歳以上 全国の 20 歳以上 全国の有権者 全国の 20 歳以上

1,988 人 2,009 人 1,965 人 2,017 人 49.950 人 1,828 人

調査方法 電話法（RDD） 電話法（RDD） 電話法（RDD） 電話法（RDD） 個人面接法 電話法（RDD）

回答数・有効数 1,223 人 1,231 人 1,208 人 1,270 人 29,742 人 1,086 人

回答率・有効率 61.5% 61.3% 61.5% 63.0% 59.5% 59.4%

自民党歴史的大敗と有権者の選択
～第 21回参議院選挙世論調査結果から～
自民党歴史的大敗と有権者の選択
～第 21回参議院選挙世論調査結果から～
自民党歴史的大敗と有権者の選択
～第 21回参議院選挙世論調査結果から～
自民党歴史的大敗と有権者の選択
～第 21回参議院選挙世論調査結果から～

河野　啓　
編成局（編成・世論）藤岡隆史　 

自民党歴史的大敗と有権者の選択
～第 21回参議院選挙世論調査結果から～
自民党歴史的大敗と有権者の選択

編成局（編成・世論）

自民党歴史的大敗と有権者の選択
～第 21回参議院選挙世論調査結果から～
自民党歴史的大敗と有権者の選択
～第 21回参議院選挙世論調査結果から～
自民党歴史的大敗と有権者の選択
～第 21回参議院選挙世論調査結果から～
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  I 選挙に示された有権者の意識

  1. 選挙前の政治状況
7月 29日に投票が行われた第 21回参議院

選挙は ,この選挙で与党が過半数を維持でき
るかが，最大の焦点となった。

去年の9月に就任した安倍首相にとっては，
4月の統一地方選挙を経て，就任後はじめて
の国政選挙となった。首相就任当初は「美し
い国，日本」をテーマに，「戦後レジームから
の脱却」を掲げ，05年の小泉前首相による郵
政解散による圧倒的な衆議院の議席を背景に
憲法改正のための国民投票法や，改正教育基
本法の成立を進めてきた。そして，参議院選
挙では，憲法改正をテーマに戦う姿勢であっ
たが，代わって最大の政治課題として浮上した
のは，社会保険庁が管理していた「消えた年
金記録」問題であった。さらには，閣僚の資
質が問われる発言や政治資金問題が絶えるこ
となく，任命責任を問われ続ける事態となり，
安倍内閣の支持率は急落していた。

一方，民主党は，政権交代への一歩として，
参議院での過半数獲得を目標とし，小沢代表
は，「過半数とれなければ，党首を辞める」と
退路を断ち，選挙に臨んだ。

安倍首相は選挙前の党首公開討論の場で，
「この選挙は国民が私を選択するか，小沢さん
を選択するかの選挙だ」と応じていた。

  2. 高かった関心
今年は，統一地方選と参議院選挙が重なる年

にあたり，通常に比べ投票率が低下する亥年現
象（1995年の17回は過去最低の投票率・選挙区
44.52%）が懸念されてきた。それにも拘らず，投
票率は58.64%で，小泉内閣の初の国政選挙で

ある19回の56.44%，20回の56.57%と比べても
高い。1998年の19回から，投票時間が午後 8時
までとなったことや，不在者投票の条件緩和，そ
して20回から期日前投票が可能となったことなど，
投票に行きやすい環境作りは進められてきた。し
かし，それだけでは，投票条件が同じである20
回より投票率が上昇した理由にはならない。

そこで，投票意欲や選挙への関心が今回は，
どうであったのかをみておこう。1週前の面接
調査で ,「必ず行く」または「期日前投票をした」
という人は合わせて64%で，20回の60%より
も多かった。

また ,今回の選挙に関心がある人は ,「非常
に関心がある」34%,「ある程度関心がある」
46%で ,合わせて80% だった。特に，「非常に
関心がある」という人が20回の23% から，大
幅に増加しており，この選挙への関心の高さが
わかる。今回は，投票意欲と並び，「選挙への
関心」も20回よりも高く，投票率を押し上げた
と言えそうである。
「非常に関心がある」という「関心が高い」人

の率を，ふだんの支持政党別に過去 3回の参

図1　選挙への関心（非常にある）率─全選挙区調査─
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議院選挙についてみたのが図 1である。20回
と比べると，どの層も「関心が高い」人が多い。
今回が改選となる6年前の19回と比べると，

「関心が高い」人は，自民党，公明党の与党支
持層ではほとんど変らないが，民主党，共産
党，社民党の野党支持層，および支持なし層
では多い。特に，野党支持層の選挙への関心
の高まりが顕著である。

選挙への関心の高さは，選挙前に4回実施
した調査結果の「非常に関心がある」人の率
でみると，投票日3週間前 36 % → 2週間前
37% →1週間前 40% → 3,4日前 41%と，投票
日直前まで落ちることはなかった。

  3. 自民大敗の背景
1）投票で重視するのは「年金問題」

　  「景気や雇用対策」「政治と金」

この関心の高さは何によるのかをみるため
に，「投票にあたって，何を最も重視しているか」
をみてみよう（表 2）。今回最も多かったのは

「年金問題」で31%，次いで「景気や雇用対策」
26%，「政治と金」13%，「格差問題」8%，「憲
法改正」8%であった。20回は，「年金問題」

（未納問題）49%，19回は「景気対策」44% が，
他を引き離していたが，今回は多岐にわたって
いる。

「年金記録問題」をめぐる政府の対応につい
ては，「大いに」，あるいは，「ある程度」評価
する人は41% に対し，「あまり」，あるいは，「まっ
たく」評価しない人は55%と多数となり，政府
の対応へは，厳しい目が向けられていた。また，
投票にあたって，この年金の記録をめぐる問題
を考慮するかどうかについては，「大いに」，あ
るいは，「ある程度」考慮する人は投票日3，4
日前の調査で72%という高さであった。
「政治とカネ」の問題については，「望ましい

議員像」として最も多かったのは，「不正や汚職
のない清潔な人」が31%で，20回の27%より
多い。赤城前農水大臣の事務所経費の問題に
ついても，投票にあたって，「大いに」，あるい
は，「ある程度」考慮する人は投票日3，4日前
で55%と過半数となっていた。
「格差問題」については，地方と中央の地域

間格差が問題になっているが，「望ましい議員
像」として，「地域の活性化に積極的な人」が
25%と20回の20%より増加し，2位となった。
さらには，非正規雇用者の増大や所得格差の
広がりが問題となっている。経済構造の改革だ
けでなく，その陰の部分への対策が政治課題
としてクローズアップされてきている。

これら以外でも，閣僚の不適切な発言が相
次いだが，久間前防衛大臣の発言については，
投票にあたって，「大いに」，あるいは，「ある
程度」考慮する人は投票日2週間前で54%と
過半数となっていた。

以上のように，今回の選挙では「政治と金」
という古くて新しい問題に加え，国民投票法の
成立によって，憲法の改正がより具体化したこ
と，さらには「年金」や「格差」など身近な問題
も重要な争点となったことなどにより，人びとの
関心が高かったと考えられる。

表 2　投票にあたって一番重視する点─全選挙区調査─

18 回 19 回 20 回 21 回

1 位
景気対策 景気対策 年金問題 年金問題

46% 44 49 31 

2 位
社会福祉 社会福祉 景気対策 景気や雇用

対策

15 17 27 26 

3 位
税制改革 政治改革

イラク支援
や北朝鮮問
題への対応

政治と金の
問題

8 12 9 13 

  3. 自民大敗の背景
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2）自民に逆風，民主に追い風

投票 1週前に実施した全選挙区調査でみる
と , 安倍内閣支持率は，「支持する」33%，「支
持しない」47%で，不支持が支持を上回って
いた。一方，過去 2回の参院選での小泉内
閣の支持率は「支持する」が19回 71%，20回
44%で，いずれも「支持」が「不支持」を上回っ
ていた。安倍内閣に対する評価は，過去 2回
の選挙と比べ厳しい状況にあった。

この内閣支持率の低さは「いま」の政党支持

率にも呼応する形であらわれている。自民党の
支持率は30.4%で,この3回の参院選の中で最
も低い結果である。

政党支持に関しては ,「ふだん」の支持政党
と「いま」の支持政党の2 つをたずねているが ,

「ふだん」の自民党支持率は42.7%で，19回以
降の国政選挙の調査では，ほとんど変わらな
い。民主党については，再編成の過程にあって，
支持率も拡大してきている。

この，「ふだん」と「いま」の支持率の差を過
去 4回の参院選でみると（図 2），今回自民党
は「ふだん」が42.7% に対し，「いま」が30.4%
と，「ふだん」に比べ，「いま」が低く，その落
差は4回の中で最も大きい。一方，民主党は，
今回「ふだん」15.6%，「いま」26.3%で逆に「い
ま」が高く，その差はこの4回の参院選で最も
大きい。このように，「ふだん」と「いま」の支
持率の違いから，自民党には逆風，民主党に
は追い風が吹いていたといえる。

今回の「ふだん」から「いま」への動き（表 3）
をみてみると，民主党ではふだんの支持層の
91%がいまも民主党を支持しているのに対して，
自民党のふだんの支持層で，いまも支持して

いる人は67% にとどまっている。
そして，ふだん自民党を支持し
ている人のうち，いま民主党を支
持しているのは17%，逆にふだ
んの民主党でいま自民党は2%と
少ない。ふだん支持政党がない
人では，「いま自民党」は4% に対
し，「いま民主党」は15%と多い。
民主党への追い風は，ふだん支
持政党がない人からばかりでな
く，ふだん自民党を支持している
人からも支持を得たことによる。

図 2　「ふだん」と「いま」の政党支持率─全選挙区調査─

全体
ふだんの支持政党

自民党  民主党  公明党  共産党  社民党 支持
なし 無回答

合計 29,742 人 12,688 4,647 1,453 879 643 7,320 1,970

い
ま
の
支
持
政
党

自民党  30.4% 67.2 2.4 1.9 2.3 3.9 3.6 3.4 

民主党  26.3 17.4 90.5 3.3 9.1 15.3 14.9 3.8 

公明党  5.5 1.3 0.6 91.3 1.6 0.8 1.1 1.1 

共産党  3.4 1.0 1.1 0.4 80.3 3.3 1.2 0.6 

社民党  2.1 0.4 0.9 0.3 1.3 68.0 0.9 0.5 

その他 0.9 0.6 0.6 0.1 0.6 1.4 0.8 0.2 

支持なし 21.5 5.3 2.2 1.5 2.8 4.1 74.0 5.0 

無回答 9.9 6.8 1.8 1.1 1.9 3.3 3.4 85.5 

表 3　「ふだん」の支持政党別「いま」の支持政党─全選挙区調査─
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3）与党過半数を望まない

民主党への追い風の強さは，選挙結果への
期待と重なっている。選挙後にどのような勢力
分野を期待しているかをたずねたところ，「今ま
でどおり与党が過半数の議席を維持する」（与
党過半数）が24% に対し，「与野党の議席が
同じくらいになる」（与野党伯仲）は40%，「与
野党の勢力が逆転し，野党が過半数の議席を
獲得する」（野党過半数）は26%と，野党の議
席増を望む人が多かった。

期待議席とふだんの支持政党との関係（図3）
をみると，野党支持層では，「野党過半数」を
期待する人が最も多く，支持なし層では，「与
野党伯仲」が最も多くなる。そして，与党支持
層である自民党支持層でさえ，「与党過半数」
は40%で多数というわけではなく，「与野党伯
仲」が40%，「野党過半数」が14%となってい
る。このように，ふだん自民党を支持している
人でも選挙結果として与党が勝つことを望んで
いない人の方が多かった。

多くの有権者が与党に厳しい見方をするのは，
2年前の衆議院選挙で自民党が圧倒的多数の議
席を得たことと関係があろう。衆院選直後の調
査注）で，衆議院選挙の議席について感想をたず
ねたところ，「自民党の議席がもっと多いほうがよ
かった」あるいは，「この程度でよい」と肯定的に
考える人は合わせて41%であったが，「もっと少
ないほうがよかった」という「勝ちすぎ」と考える人
は53%と多数を占めた。民主党については，「議
席がもっと多いほうがよかった」が56%で「負け
すぎ」と感じる人が多数であった。

衆議院の選挙結果への評価に加え，「いま」
の自民党支持率の低下にみられるような，そ
の後の安倍内閣や自民党政治に対する評価が
参議院選挙への期待議席に跳ね返ってきたと
考えられよう。
4）増え続けた「野党過半数」

今回選挙の特徴は，安倍内閣，自民党への
批判は減ることはなく，増加し続けたことであ
る。具体的に全国電話調査結果の推移からみて
みよう。「参議院選挙後の望ましい与野党の勢
力」についてみたのが図4である。「与党過半数」
は2割程度で，もともと少なかったが，ほとんど

図 4　期待する勢力分野─全国電話調査─

図 3　期待する勢力分野（ふだんの支持政党別）
─全選挙区調査─

全体

自民党
支持層

公明党
支持層

民主党
支持層

共産党
支持層

社民党
支持層

支持なし層

与党過半数 与野党伯仲 野党過半数 無回答

24％ 40 26 10

40 40 14 6

51 31 11 8

52396

8 33 55 5

7

11 46 28 15

41 47 5

3

投票日  
7週間前
（※）    

3週前
（第1回）

2週前
（第2回）

1週前
（第3回）

3， 4日前
（第4回）

与党過半数 与野党伯仲 野党過半数 無回答

22 ％

22

19 41 29 11

11323521

19 35 33 14

42 23 12

46 21 12

※ 7週間前は2007年6月調査
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変化していない。変化したのは，「与野党伯仲」，
「野党過半数」という人で，当初最も多かった「与
野党伯仲」が減り続け，逆に「野党過半数」が一
定して増加し，投票日1週間前には，「野党過
半数」が「与野党伯仲」に迫る結果となり，投票
日直前もその傾向に変わりはなかった。このよう
に，有権者の考えは，日に日に，与党に厳しさ
を増していたのである。
5）安倍内閣の評価で分かれる投票

ここまでは，有権者はこの
選挙をどのように考えていたか
をみたが，それでは，それが
投票にどのように結びついたの
かをみておこう。今回の調査（全
選挙区調査）では，投票予定

（選挙区選挙，比例代表選挙
とも）の質問をこれまでのもの
と変更している。そのため，こ
こでは過去との比較ではなく今
回の結果だけでみていく。

投票日1週間前の調査で，
比例代表選挙の投票予定が

「自民党」と答えた人と「民主
党」と答えた人では意識にどの
ような違いがあるかをみたの
が，表 4である。

選挙への関心は，「民主党」
と答えた人では「非常に関心が
ある」人が52%で，「自民党」
の34%と比べ多い。選挙への
関心の高さは民主党への投票
に繋がっている。

また，投票の際重視する点
では，「民主党」へ投票する人
で「格差問題」と，「政治と金

の問題」をあげる人が「自民党」より多い。
年金問題への政府の対応については，「自民

党」に投票する人では，（「おおいに」，あるいは「あ
る程度」）「評価する」が66%，「民主党」に投票
する人では（「あまり」，あるいは，「まったく」）「評
価しない」が70%と，どの政党に投票するかで
評価がはっきり分かれた。

そして，政治がどうなってほしいかについて
は，「民主党」に投票する人では，「大きく変わっ

全体 投票予定政党
自民党  民主党  

合 計 29,742 人 6,569 6,692 
投票に行くか 必ず行く+ 期日前投票をした 64% 75 77 

参議院選挙への関心

非常に関心がある 34 34 52 
ある程度関心がある 46 52 42 
あまり関心がない 16 12 6 
まったく関心がない 3 1 1 

投票の際重視すること

景気や雇用対策 26 34 22 
憲法改正 8 7 7 
格差問題 8 6 14 
年金問題 31 30 32 
少子化対策 4 4 3 
教育改革 7 8 5 
政治と金の問題 13 11 15 

年金問題の対応について

大いに評価する 8 15 4 
ある程度評価する 33 51 26 
あまり評価しない 40 27 48 
まったく評価しない 15 5 22 

期待する勢力分野
与党過半数 24 55 5 
与野党伯仲 40 36 39 
野党過半数 26 5 54 

望ましい議員像

政府や与党に対して影響力のある人 9 13 9 
政治経験が豊富な人 10 18 7 
地域の活性化に積極的な人 25 29 23 
若々しい行動力のある人 13 11 15 
不正や汚職のない清潔な人 31 23 35 
業界団体などとのしがらみのない人 9 5 10 

政治変化への期待

大きく変わってほしい 37 23 46 
ある程度変わってほしい 55 64 52 
あまり変わってほしくない 5 10 1 
まったく変わってほしくない 1 2 0 

比例・投票で重視すること
政党の実績や政策 45 57 41 
候補者への期待 30 33 27 
与野党の議席配分 11 4 27 

内閣支持
支持する 33 71 11 
支持しない 47 16 79 

表 4　比例・投票予定政党別の政治意識（投票予定を決めた人）─全選挙区調査─
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てほしい」人が46%と半数近くを占めているが，
「自民党」では23%と少ない。

また，「比例代表選挙の投票で重視する」の
は，「民主党」に投票する人では，「与野党の議
席配分」が「自民党」より断然多い。

内閣支持については，「自民党」へ投票する人
では，「支持する」が多数であるのに，「民主党」
へ投票する人では「支持しない」が多数となって
いる。

さらに，見方を変えて，ふだんの支持政党別
に内閣支持で投票傾向がどう違うかをみたのが
表5である。まず，全体では，内閣を「支持する」
人で「自民党」が多く，内閣を「支持しない」人で
は「民主党」が多いのは，上記でみた通りであ
る。支持政党別にみると，支持なしでは，内閣
を「支持する」人で「自民党」が「民主党」より多
く，内閣を「支持しない」人では「民主党」が多
数となる。民主党支持層では，内閣を「支持す
る」人でも，「自民党」へ1割程度流出しているが，
多数は「民主党」である。そして，内閣を「支持

しない」人では「民主党」でほぼ
固まっている。一方，自民党支
持層については，内閣を「支持
する」人では，ほとんど「自民党」
で固まっているが，内閣を「支持
しない」人では，未確定（投票態
度をまだ決めていない人）が多く
なり，「民主党」を選択する人が

「自民党」を上回り，自民党離れ
が大きいのがわかる。これらの
ことは，選挙区選挙の投票予定

（政党まとめ）でみても，同じ傾
向となっている。

このように，今回の選挙では，
安倍内閣への評価が支持政党

の枠を超えて投票政党に大きく影響していたの
がわかる。

選挙後に実施した調査でも，「今回の参議院
選挙で，自民党が大敗した主な原因」をたず
ねたが，「閣僚の相次ぐ不適切な発言」24%，

「安倍総理大臣の指導力の問題」22%，「政治
とカネをめぐる問題」20%，「年金問題」18%
と見方が分かれる。一方，「民主党が議席を大
きく伸ばした主な原因」については，「政権への
不満や不信」37%，「年金問題」19%，「政権
交代への期待」13%，「政権の監視役としての
期待」11%となっている。人びとは，民主党の
勝因は民主党自身への期待よりは，政権への
不満が大きかったとみている。

今回の選挙は，政治課題で争われただけで
なく，閣僚の発言や政治とカネをめぐる問題な
ど，政治家の資質が問われた。安倍内閣の政
権担当能力が問われた選挙だったと言えよう。

（こうの けい）

全体
ふだんの支持政党

自民党 民主党 支持なし

内閣を
支持する

支持
しない

内閣を
支持する

支持
しない

内閣を
支持する

支持
しない

内閣を
支持する

支持
しない

合計 9,845 人 13,977 7,027 3,639 507 3,653 1,146 4,325

比
例
代
表
で
の
投
票
予
定
（
政
党
）

自民党 48% 7 62 20 12 2 17 4 

民主党 7 38 5 34 52 72 9 27 

公明党 10 4 3 3 4 1 5 2 

上記以外
の政党 3 11 2 4 4 5 4 7 

無回答 4 4 4 3 2 3 5 3 

未確定 29 36 25 36 25 18 61 57 

表 5　比例代表での投票予定（ふだんの支持政党×内閣支持別）─全選挙区調査─
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  II 安倍政権は崩壊へ

  1. 安倍内閣の支持率最低に
今回の参議院選挙で，国民の意識はどのよ

うに動いたのか。NHK は，選挙後の8月10
日から12日まで政治意識月例調査を実施した。
その結果，安倍内閣の支持率は，「支持する」
が29%で，7月の38%より下がって最低になっ
た。一方，「支持しない」は7月の49% から
58% に上がった。

これを与党の支持層で見ると，「支持す
る」が61% だったのに対し，「支持しない」が
28%，いわば身内の4人に1人が支持しないと
いう状況に陥った。また支持なし層で見ても，

「支持しない」が64%で「支持する」の18% を大

きく上回った。安倍首相の政権運営は困難に
なった（図 5）。

それでは選挙後の政党支持率は，どうなっ
たのだろうか。調査では自民党が31.8% から
27.7% に下がった。これに対し，民主党は，
20.5% から26.0%と，大きく伸びた（図 6）。

調査方法が違うが，単純に比較してみると，
民主党は結党以来，最高の支持率になった。
自民・民主両党の支持率がここまで接近した例
は過去にない。

  2. 満足度の高い選挙結果
それでは，今回の参議院選挙の結果を国民

はどう受け止めたのだろうか。
今回の選挙で自民党は37議席にとどまり歴

史的大敗を喫した一方で，民主党は60議席を
獲得し，大勝をした。この結果について「満足」
は61%「不満」は35%となった（図7）。これは，
自民党が49議席，民主党が50議席だった前
回・20回参院選と比べ，「満足」は上回る一方
で，「不満」は下がっている。選挙結果につい
ての国民の満足度は，前回より大きかったこと
がわかる。

図 5　内閣支持─ 2007年 8月調査─

図 6　自民党・民主党支持率の推移─政治意識月例調査─
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これを与党の支持層で見てみると，「不満」
が63% だったのに対し「満足」が34%。選挙
で大敗した与党の支持層ですら，3人に1人が
満足と答えている。

さらに選挙の結果，自民党の獲得議席につ
いて（図 8），「この程度でよい」が48% で前
回の参院選より多かった。続いて「もっと多い
ほうが良かった」は27%，「もっと少ないほう
が良かった」は17%で半減した。

一方，民主党の獲得議席について（図 9），
「この程度でよい」が53% を占めたが，「もっ
と少ないほうが良かった」は大幅に増えて25%

だったのに対し，「もっと多いほうが良かった」
が15%と前回の32％から半減した。

とりわけ支持なし層では，「この程度で良
い」が67% を占め，無党派層の多くが，これ
以上の民主党の議席増を望んでいないことが
わかる。

それでは国民は果たして将来の民主党政権
を期待しているのだろうか（図 10）。調査では

「期待する」が46%「期待しない」が44%となっ
た。前回の参院選と比べてもほぼ同じで特に
民主党政権に対する期待が膨らんだとは言い
がたい。これを支持政党別にみてみると，民
主党の支持層では「期待する」が87%で「期待
しない」の9% を圧倒しているが，支持なし層
では，「期待する」が42%「期待しない」が46%
で，それほどの期待感はみられない。民主党
が政権を獲得するには，引き続き無党派層の
支持拡大が課題であることがわかる。

また男女別でみると，男性は「期待する」が
52% で「期待しない」の40% を上回ったのに
対し，女性は「期待する」が40% で「期待しな
い」の47% を下回る結果となった。前回の選
挙では男女とも「期待する」が「期待しない」を

図 9　民主党の議席評価─参院選後の調査─

図 7　選挙結果満足度─参院選後の調査─

図 8　自民党の議席評価─参院選後の調査─
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上回っており，民主党の課題としてよく指摘さ
れることではあるが，女性の支持が得られる
政策を，どのように打ち出すことができるか
が，これまで以上に求められていると言えそ
うだ。

  3. 民意に反した安倍首相続投
今回の参議院選挙の結果，民主党は，参

議院で第 1党になり，与党側は過半数を大きく
割り込んだ。しかし，安倍首相は，改革の継
続を主張して続投を決めた。国民は，これを
どのように受け止めたのだろうか（図 11）。8月
の月例調査では，安倍首相の続投に「反対」が
40%だったのに対し，「賛成」は25%で，「反対」
が「賛成」を大きく上回った。これを与党の支
持層でみてみると，続投「賛成」が53%，「どち
らともいえない」が26%，「反対」が21%で，与
党支持者にも相当程度，批判勢力が存在して
いることがうかがえる。また，支持なし層では
続投「反対」が40%で「賛成」の18% を大きく
上回る。当然のことながら野党側は，支持な
し層よりも多くが続投に「反対」であり，安倍首
相の続投判断について，世論は全体として厳し
い見方であることがわかる。

  4. 支持率低下と安倍首相退陣
こうした状況下，安倍首相は，臨時国会で

所信表明演説を行い，各党が代表質問を行
う直前，衝撃的な辞任表明を行った。その
理由について，安倍首相は海上自衛隊がイン
ド洋で行っている艦船への給油活動を継続
するには，局面の打開が必要と説明した。し
かし，安倍首相が退陣したのは，参院選で
大敗したあと続投を決め，内閣改造で起死
回生を図ったものの，結局，思うように支持
率が回復しなかったことが大きな理由だと思
われる。

安倍首相は，去年 9月の就任直後，小泉前
首相の靖国参拝問題で冷え込んだ中国，韓国
との関係改善を図り，当初，支持率 65%と順
調な滑り出しを見せた。しかし，郵政民営化
に反対した議員の復党問題などで支持率が下
がり始め，資金管理団体の光熱水費の問題で
追及を受けていた当時の松岡農水相が自殺し
たあとは，6月の内閣支持率が37% に落ち込
んだ。そして，「支持」が「不支持」を上回るこ
とがない状況が常態化し，政権に対する求心
力の低下が顕著になっていた（図 12）。

これについて，安倍内閣に対する支持理由

図10　民主党政権期待─ 2007年 8月調査─

図11　安倍続投賛否─ 2007年 8月調査─
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の推移（図 13）をみてみたい。内閣発足直後
の去年 10月には「人柄が信頼できる」が21%
と最も多かった。しかし，8月の月例調査では
7% にまで落ち込んだほか，「政策に期待」「実
行力がある」も同様の傾向で大幅に下落した。
その一方で今年 5月以降は「他の内閣より良さ
そう」という消極的な理由が一番多かった。

一方，不支持の理由の推移（図 14）につい
て見てみると，「政策に期待が持てない」が一

貫して最も多く，6月には22% に達した。こ
れは国民年金の加入記録問題が大きくクロー
ズアップされた時期と一致しており，年金不信
が内閣支持率の低下に直結したことがうかが
える。また内閣発足直後，わずか2% に過ぎ
なかった「実行力がない」が8月には17% と大
きく伸びた。

さらにこれを年層別にみると（図 15），内閣
発足直後，20～ 30代の若年層の支持率は，

図13　支持理由の推移（全体分母）─政治意識月例調査─

図12　内閣支持率の推移─政治意識月例調査─
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60代以上と同じ67%と高い支持率を得ていた
のに，わずか2ヵ月後の12月，いわゆる復党
問題をきっかけに40～ 50代と歩調を合わせる
形で支持率が大きく落ち込んだ。そしてその後，
若年層の安倍離れは深刻さを増した。

小泉内閣では，若年層の支持率は60代以
上と比べてあまり遜色がなかった。選挙の顔
が期待されて登場した安倍首相であったが，
若年層を中心とした支持率低下に，自民党内

図14　不支持理由の推移（全体分母）─政治意識月例調査─

で公然と，退陣要求が出されるまでになった。
安倍首相の辞任に向け，完全に外堀が埋まっ
ていたのである。 

（ふじおか たかし）

注） 2005年9月政治意識月例調査 『放送研究と調査』
2005 年 11 月号 所収

図15　内閣支持率の推移（年層別）─政治意識月例調査─
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─投票に行くか─
問1　今月29日に参議院選挙がありますが，あなたは，投票は

どうなさいますか。これから読み上げる4つ（5つ）の中から，
1つを選んでお答えください。

   第1回 第2回 第3回 第4回 
 1. 必ず行く 63.5 67.3 67.1 64.0  %
 2. 行くつもりでいる 23.7 20.6 20.0 17.0 
 3. 行くかどうかわからない 8.4 7.0 4.2 5.5 
 4. 行かない 3.8 3.7 3.7 3.4 
 5. 期日前投票をした - 1.1 4.4 10.1 
 6. 無回答 0.7 0.5 0.6 0.0 

─選挙区・投票候補決定か─
問2　[問1で1～3と答えた人に] [問1で5の人は1「決まっ

ている」とする ]
 参議院選挙は，選挙区と比例代表に分かれています。まず，
選挙区のことについてうかがいます。あなたは，どの政党の候
補者に投票するか，だいたい決まっていますか。それとも決まっ
ていませんか。どちらでしょうか。[読み上げなし ]

   第1回 第2回 第3回 第4回 
 1. 決まっている 56.6 59.4 66.5 69.6 %
 2. 決まっていない 35.5 34.6 27.7 24.2 
 3. わからない， 無回答 3.5 1.9 1.5 2.8 
 4. 非該当（問1で4・6の人） 4.4 4.1 4.3 3.4 

─選挙区・投票するのは何党の候補か─
問 3　[ 問 2で 1と答えた人に ]

それでは，選挙区で投票する（した）のは何党の候補者でしょ
うか。政党の名前を 1つだけおっしゃってください。[読み
上げなし ]

   第1回 第2回 第3回 第4回 
 1. 自民党 19.7 17.5 17.7 18.9 %
 2. 民主党 17.7 20.3 23.1 25.1 
 3. 公明党 3.4 3.1 4.1 3.0 
 4. 共産党 2.8 3.5 2.8 2.6 
 5. 社民党 1.1 0.8 1.2 1.3 
 6. 国民新党 0.0 0.5 0.3 0.3 
 7. その他の政治団体 0.1 0.2 0.1 0.2 
 8. 無所属 0.2 0.4 0.3 0.6 
 9. わからない，無回答 11.5 13.0 16.8 17.5 
 10. 非該当（問2で2～4の人） 43.4 40.6 33.5 30.4 

─選挙区・仮に投票すれば何党の候補か─
問 4　[ 問 2で 2～ 4と答えた人に ]

それでは，もし仮に選挙区で，いま投票するとすれば何党
の候補者になりそうですか。政党の名前を 1つだけおっ
しゃってください。[読み上げなし ]

   第1回 第2回 第3回 第4回 
 1. 自民党 7.6 6.1 6.8 4.5 %
 2. 民主党 6.5 7.3 5.0 5.1 
 3. 公明党 0.7 0.6 0.3 0.4 

 4. 共産党 1.4 0.5 1.0 0.2 
 5. 社民党 0.2 0.4 0.2 0.2 
 6. 国民新党 0.1 0.0 0.0 0.2 
 7. その他の政治団体 0.2 0.1 0.1 0.2 
 8. 無所属 0.2 0.2 0.4 0.1 
 9. わからない，無回答 26.7 25.4 19.6 19.5 
 10. 非該当（問 2で 1の人） 56.6 59.4 66.5 69.6 

─比例・候補者名か政党名か─
 問 5　[ 問 1で 1～ 3・5と答えた人に ]

 次に，比例代表についてうかがいます。比例代表では，候
補者個人の名前，政党の名前のいずれでも投票してよいこ
とになっています。あなたは，候補者の名前で投票しよう
と思いますか（投票しましたか）。それとも，政党の名前で
投票しようと思いますか（投票しましたか）。[読み上げなし]

    第 2回 第3回 第4回 
 1. 候補者の名前  27.7 27.0 27.2 %
 2. 政党の名前  53.0 56.3 55.6 
 3. わからない，無回答  15.2 12.4 13.8 
 4. 非該当（問 1で 4・6の人）  4.1 4.3 3.4 

─比例・投票候補・政党決定か─
問6　[問1で1～3と答えた人に] [問1で5の人は1「決まっ

ている」とする ]
 比例代表で投票する候補者，または政党はだいたい決まっ
ていますか。それとも，決まっていませんか。どちらでしょ
うか。 [ 読み上げなし ]

    第 2回 第3回 第4回 
 1. 決まっている  55.2 63.7 66.0 %
 2. 決まっていない  34.4 25.8 23.4 
 3. わからない，無回答  6.3 6.1 7.2 
 4. 非該当（問 1で 4・6の人）  4.1 4.3 3.4 

─比例・投票するのは誰・何党か─
問 7　[ 問 6で 1と答えた人に ]

それでは，比例代表で投票する（した）のは，どの候補者，
またはどの政党でしょうか。候補者の名前か政党の名前を
1つだけおっしゃってください。[読み上げなし ]
* 候補者名の回答は，その候補者の政党に組み入れている。

    第 2回 第3回 第4回 
 1. 自民党  12.8 13.0 15.0 %
 2. 民主党  17.5 20.6 21.2 
 3. 公明党  3.5 4.7 4.6 
 4. 共産党  3.1 2.6 3.0 
 5. 社民党  1.3 1.7 1.6 
 6. 国民新党  0.6 0.6 0.4 
 7. 新党日本  0.2 0.2 0.2 
 8. その他の政治団体  0.6 0.4 0.6 
 9. わからない，無回答  15.7 20.0 19.4 
 10. 非該当（問 6で 2～ 4の人）  44.8 36.3 34.0 

第 1回全国電話調査 第 2回全国電話調査 第 3回全国電話調査 第 4回全国電話調査

投票 3週間前 投票 2週間前 投票 1週間前 投票 3日前
調査時期 2007 年 2007 年 2007 年 2007 年

7月 6日（金）～ 8日（日）7月 13日（金）～ 15日（日）7月 20日（金）～ 22日（日）7月 25日（水） ～ 26 日（木）
調査方法 電話法（RDD） 電話法（RDD） 電話法（RDD） 電話法（RDD）
調査相手 全国の有権者 1,988 人 全国の有権者 2,009 人 全国の有権者 1,965 人 全国の有権者 2,017 人
回答数 1,223 人 1,231 人 1,208 人 1,270 人
回答率 61.5% 61.3% 61.5% 63.0%

第21回参議院選挙 全国電話調査 単純集計結果
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─比例・仮に投票すれば誰・何党か─
問 8　[ 問 6で 2～ 4と答えた人に ]

それでは，もし仮に比例代表で，いま投票するとすれば，どの
候補者，またはどの政党になりそうですか。候補者の名前か政
党の名前を1つだけおっしゃってください。[読み上げなし]
* 候補者名の回答は，その候補者の政党に組み入れている。

    第 2回 第3回 第4回 
 1. 自民党  3.7 3.3 2.1 %
 2. 民主党  5.0 2.5 3.0 
 3. 公明党  0.8 0.1 0.6 
 4. 共産党  0.6 0.4 0.3 
 5. 社民党  0.2 0.1 0.2 
 6. 国民新党  0.3 0.0 0.1 
 7. 新党日本  0.1 0.0 0.1 
 8. その他の政治団体  0.0 0.1 0.1 
 9. わからない，無回答  34.1 29.8 27.6 
 10. 非該当（問 6で 1の人）  55.2 63.7 66.0 

[ 以下の質問は全員に ]
─参議院選挙への関心─
問9　あなたは，今度の参議院選挙にどの程度関心をお持ちですか。

これから読み上げる4つの中から1つを選んでお答えください。
   第1回 第2回 第3回 第4回 
 1. 非常に関心がある 36.0 37.4 39.5 40.6 %
 2. ある程度関心がある 43.3 43.9 42.8 40.0 
 3. あまり関心がない 13.7 12.9 11.4 11.6 
 4. まったく関心がない 2.8 2.6 3.1 3.5 
 5. わからない，無回答 4.3 3.1 3.2 4.3 

─投票の際重視すること─
問10　あなたは，今度の選挙で投票するにあたって，どのような

ことを一番重く見ますか。これから読み上げる7つの中から1
つを選んでお答えください。

   第1回 第2回 第3回 第4回 
 1. 景気や雇用対策 15.9 16.2 14.9 14.8 %
 2. 憲法改正 9.2 6.8 7.5 7.9 
 3. 格差問題 9.4 8.5 11.5 9.7 
 4. 年金問題 31.2 30.1 30.2 29.7 
 5. 少子化対策 5.5 5.9 6.1 5.0 
 6. 教育改革 7.2 7.6 7.8 8.1 
 7. 政治と金の問題 11.2 16.1 14.3 14.7 
 8. その他 0.4 0.8 0.7 1.0 
 9. わからない，無回答 10.0 7.9 7.0 9.1 

─望ましい与野党の勢力─
問 11　あなたは，今度の参議院選挙の後に，与野党の勢力が

どのようになればよいと思いますか。これから読み上げる
3つの中から 1つを選んでお答えください。

   第1回 第2回 第3回 第4回 
 1. 今までどおり，与党が
  過半数の議席を維持する 22.2 19.1 21.4 18.7  %
 2. 与野党の議席が
  同じぐらいになる 42.0 40.7 35.4  35.0  
 3. 与野党の勢力が逆転し，野党が
  過半数の議席を獲得する 23.4  28.9  32.0  32.5  
 4. わからない，無回答 12.3  11.3  11.1  13.8  

─内閣支持─
問12　あなたは，安倍内閣を支持しますか。それとも，支持しま

せんか。[読み上げなし]
   第1回 第2回 第3回 第4回 
 1. 支持する 37.9 32.9 34.9 32.8 %
 2. 支持しない 48.7 54.0 52.6 52.4 
 3. わからない，無回答 13.4 13.1 12.4 14.8 

─今の支持政党─
問 13　いま，あなたは，何党を支持していますか。支持して

いる政党の名前を，1つだけおっしゃってください。[ 読み
上げなし ]

   第1回 第2回 第3回 第4回 
 1. 自民党 31.8 25.7 27.2 25.0 %
 2. 民主党 20.5 20.3 21.7 23.1 
 3. 公明党 4.3 4.1 4.9 3.5 
 4. 共産党 3.8 4.3 3.1 2.3 
 5. 社民党 1.3 1.4 1.6 1.5 
 6. 国民新党 0.2 0.6 0.2 0.2 
 7. 新党日本 0.0 0.0 0.0 0.1 
 8. その他の政治団体 0.0 0.3 0.2 0.2 
 9. 特に支持している政党はない 22.1 29.2 26.8 27.6 
 10. わからない，無回答 15.9 14.1 14.2 16.5 

─年金記録問題参院選への影響─
問 14　公的年金の過去の加入記録のうち，5,000 万件近くが

誰のものか確認されていない問題についてお伺いします。
あなたは，今度の選挙で投票するにあたって，この年金の
記録をめぐる問題を考慮しますか。それとも考慮しません
か。これから読み上げる 4つの中から 1つを選んでお答え
ください。

   第1回 第2回 第3回 第4回 
 1. 大いに考慮する 38.1 36.1 36.6 35.7 %
 2. ある程度考慮する 37.9 38.4 36.9 35.9 
 3. あまり考慮しない 10.7 12.6 13.7 12.8  
 4. まったく考慮しない 5.2 5.4 5.5 5.5 
 5. わからない，無回答 8.1 7.4 7.3 10.2 

─久間発言参院選への影響─（第 1回，第 2回で質問）
問15　久間前防衛大臣が，アメリカによる原爆投下について，
「しょうがない」などと発言した責任を取って大臣を辞任し
ました。あなたは，今度の選挙で投票するにあたって，久
間氏のこうした発言を考慮しますか。それとも考慮しませ
んか。これから読み上げる 4つの中から 1つを選んでお答
えください。

   第1回 第2回 
 1. 大いに考慮する 26.2    27.4 %
 2. ある程度考慮する 26.2 26.6 
 3. あまり考慮しない 23.9 24.5 
 4. まったく考慮しない 14.8  14.4  
 5. わからない，無回答 8.8 7.1 

─赤城問題参院選への影響─（第 3回，第 4回で質問）
問15　赤城農林水産大臣を支援する政治団体が，両親の住む

家を事務所として届け出て，多額の経費を計上していたこ
とについてお伺いします。あなたは，今度の選挙で投票す
るにあたって，赤城氏をめぐる今回のことを考慮しますか。
それとも考慮しませんか。これから読み上げる 4つの中か
ら 1つを選んでお答えください。

   第3回 第4回 
 1. 大いに考慮する   29.3 29.4 %
 2. ある程度考慮する   26.7 25.2 
 3. あまり考慮しない   20.9 18.9 
 4. まったく考慮しない   14.9 14.7 
 5. わからない，無回答   8.3 11.7 



84 　 NOVEMBER 2007

サンプル構成

職　　　　　業 都市規模
農林・漁

業 自営業 勤め人 主婦 無　職 学生他・
無回答

政令
指定都市

30 万以上
の市

10 万以上
の市

10 万未満
の市 町村 無回答

第 1 回 42 138 377 290 300 76 261 259 271 163 206 63
3.4 11.3 30.8 23.7 24.5 6.2 21.3 21.2 22.2 13.3 16.8 5.2

第 2 回 39 133 404 331 267 57 244 253 277 184 179 94
3.2 10.8 32.8 26.9 21.7 4.6 19.8 20.6 22.5 14.9 14.5 7.6

第 3 回 36 116 377 299 317 63 235 241 258 160 206 108
3.0 9.6 31.2 24.8 26.2 5.2 19.5 20.0 21.4 13.2 17.1 8.9

第 4 回 43 146 333 330 341 77 216 256 279 168 208 143
3.4 11.5 26.2 26.0 26.9 6.1 17.0 20.2 22.0 13.2 16.4 11.3

全体
性 年層

男 女 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 無回答

第 1 回 1,223 人 538 685 56 168 164 213 291 268 63 
100.0% 44.0 56.0 4.6 13.7 13.4 17.4 23.8 21.9 5.2 

第 2 回 1,231 人 507 724 52 175 192 242 275 251 44 
100.0% 41.2 58.8 4.2 14.2 15.6 19.7 22.3 20.4 3.6 

第 3 回 1,208 人 510 698 53 157 173 215 274 280 56 
100.0% 42.2 57.8 4.4 13.0 14.3 17.8 22.7 23.2 4.6 

第 4 回 1,270 人 485 785 53 153 173 218 294 309 70 
100.0% 38.2 61.8 4.2 12.0 13.6 17.2 23.1 24.3 5.5 

男の年層 女の年層
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 無回答

第 1 回 25 76 63 99 137 119 31 92 101 114 154 149 63
2.0 6.2 5.2 8.1 11.2 9.7 2.5 7.5 8.3 9.3 12.6 12.2 5.2

第 2 回 22 63 83 107 112 115 30 112 109 135 163 136 44
1.8 5.1 6.7 8.7 9.1 9.3 2.4 9.1 8.9 11.0 13.2 11.0 3.6

第 3 回 25 68 71 89 125 111 28 89 102 126 149 169 56
2.1 5.6 5.9 7.4 10.3 9.2 2.3 7.4 8.4 10.4 12.3 14.0 4.6

第 4 回 31 56 53 88 122 115 22 97 120 130 172 194 70
2.4 4.4 4.2 6.9 9.6 9.1 1.7 7.6 9.4 10.2 13.5 15.3 5.5

地域
北海道 東北 関東 甲信越 中部 近畿 中国 四国 九州

第 1 回 70 75 370 67 151 192 88 43 167
5.7 6.1 30.3 5.5 12.3 15.7 7.2 3.5 13.7

第 2 回 47 74 436 54 163 193 84 33 147
3.8 6.0 35.4 4.4 13.2 15.7 6.8 2.7 11.9

第 3 回 54 91 392 44 166 186 92 38 145
4.5 7.5 32.5 3.6 13.7 15.4 7.6 3.1 12.0

第 4 回 73 90 385 48 190 192 86 46 160
5.7 7.1 30.3 3.8 15.0 15.1 6.8 3.6 12.6
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─投票に行くか─
第 1問　今月 29日に，参議院選挙がありますが，あなたは投

票はどうなさいますか。リスト 1の中から 1つだけ選んで
お答えください。

 1. 必ず行く ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 60.5  %
 2. 行くつもりでいる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.9  
 3. 行くかどうかわからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.8  
 4. 行かない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.0  
 5. 期日前投票をした ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.6 
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1 

─候補者知名度─
第 2問 （省略）

─選挙区・投票予定候補者 政党まとめ─
第 3問　では，あなたは今投票するとしたら誰になりそうで

すか。リスト 2の中から 1つだけ選んでお答えください（政
党まとめ）。

 1. 自民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.7 %
  2. 民主党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.3   
 3. 公明党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.7   
 4. 共産党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.9   
 5. 社民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5   
 6. 国民新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9   
 7. 維新政党・新風 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0   
 8. 9 条ネット ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0   
 9. 共生新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0   
 10. 諸派 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4   
 11. 無所属 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.0   
 12. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34.7  

─選挙区・候補者決定時期─
第 4問　今度の選挙で，あなたは，選挙区で投票する候補者

をいつごろ決めましたか，またはいつごろまでに決めるつ
もりですか。リスト 3の中から，1つだけ選んでお答えく
ださい。

 1. はじめから決めていた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 28.7  % 
 2. 選挙の公示のころに決めた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.6   
 3. ごく最近決めた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.3   
 4. これから決める ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.0   
 5. 投票には行かない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.0   
 6. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.5   

第21回参議院選挙 全選挙区面接調査
全国ウエイト集計 単純集計結果

1. 調査時期
 2007 年 7月 20日（金）～ 22日（日）
2. 調査相手
 全国の有権者    49,950 人
3. 調査方法
 個人面接法
4. 調査有効数（率）
 29,742 人（59.5%）

ウエイト集計の方法 : 選挙区ごとの集計結果を有権者数
に応じて重み付けして集計（ウエイト集計）し，全国結
果としている。

─選挙区・候補者選択で重視すること─
第 5問　今度の選挙で，あなたは候補者を選ぶ際に何を重視

しますか。最もあてはまるものを，リスト 4の中から 1つ
だけ選んでお答えください。

 1. 政党や団体の支援 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.0  %
 2. 政策や公約 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 41.2 
 3. 実績や経歴 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.9 
 4. 人柄 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.2  
 5. 世間での評判 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.7  
 6. 特に理由はない・なんとなく ‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4  
 7. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8  
 8. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.8  

─比例・投票予定政党─
第 6問　このリストには政党の名前と，その政党から立候補

している候補者の名前がのっています。では，あなたは今
投票するとしたらどの候補者，または政党になりそうです
か。リスト 5の中から 1つだけ番号でお答えください。 

 1. 自民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.3 %
 2. 民主党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.6 
 3. 公明党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.0 
 4. 共産党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.6 
 5. 社民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.1 
 6. 国民新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8 
 7. 新党日本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8 
 8. 女性党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.6 
 9. 維新政党・新風 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1 
 10. 9 条ネット ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2 
 11. 共生新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1 
 12. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.6  

─比例・投票決定時期─
第 7問　今度の選挙で，あなたは，比例代表で投票する候補

者あるいは政党をいつごろ決めましたか，またはいつごろ
までに決めるつもりですか。リスト 6の中から 1つだけ番
号でお答えください。

 1. はじめから決めていた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.2 %
 2. 選挙の公示のころに決めた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.7  
 3. ごく最近決めた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.0  
 4. これから決める ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.7  
 5. 投票には行かない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.9  
 6. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.4   

─比例・投票で重視すること─
第 8問　今度の選挙で，あなたは比例代表で投票する際に，

何を重視しますか。最もあてはまるものを，リスト 7の中
から 1つだけ選んでお答えください。

 1. 政党の実績や政策 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.4  %
 2. 候補者への期待 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.2  
 3. 与野党の議席配分 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.7  
 4. 周囲からのすすめ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.7  
 5. 特に理由はない・なんとなく ‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.6  
 6. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7  
 7. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.8   

─参議院選挙への関心─
第9問　今度の選挙に，あなたはどの程度関心をお持ちですか。

リスト 8の中から 1つだけ選んでお答えください。
 1. 非常に関心がある ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34.2  %
 2. ある程度関心がある ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.8  
 3. あまり関心がない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.7  
 4. まったく関心がない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.0  
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4  
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─投票の際重視すること─
第 10問　あなたは，今度の選挙で投票するにあたって，どの

ようなことを一番重くみますか。リスト 9の中から 1つだ
け選んでお答えください。

 1. 景気や雇用対策 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.7  %
 2. 憲法改正 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.5  
 3. 格差問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.4  
 4. 年金問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.6  
 5. 少子化対策 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.0  
 6. 教育改革 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.9  
 7. 政治と金の問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.5  
 8. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0  
 9. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.6  

─与野党の議席─
第 11問　あなたは，今度の参議院選挙のあとに，与野党の勢

力がどのようになればよいと思いますか。リスト 10の中か
ら 1つだけ選んでお答えください。

 1. 今までどおり与党が過半数の議席を維持する ‥ 24.1  %
 2. 与野党の議席が同じくらいになる ‥‥‥‥‥‥ 40.0  
 3. 与野党の勢力が逆転し，
  野党が過半数の議席を獲得する ‥‥‥‥‥‥‥ 25.5
 4. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.4  

─年金問題の対応について─
第 12 問　あなたは，公的年金の加入記録をめぐる問題に対

する政府の対応を評価しますか，それとも評価しませんか。
リスト 11の中から 1つだけ選んでお答えください。

 1. 大いに評価する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.9  %
 2. ある程度評価する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.2  
 3. あまり評価しない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.6  
 4. まったく評価しない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.1  
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.1  

─望ましい議員像─
第 13問　あなたは，今度選ばれる議員は，どのような人が望

ましいと思いますか。リスト 12 の中から 1つだけ選んで
お答えください。

 1. 政府や与党に対して影響力のある人 ‥‥‥‥‥‥8.6  %
 2. 政治経験が豊富な人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.7  
 3. 地域の活性化に積極的な人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.0  
 4. 若々しい行動力のある人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.6  
 5. 不正や汚職のない清潔な人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31.0  
 6. 業界団体などとのしがらみのない人 ‥‥‥‥‥‥8.6  
 7. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5  
 8. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.8  

─政治変化への期待─
第 14問　あなたは，今の政治が変わってほしいと思いますか。

リスト 13の中から 1つだけ選んでお答えください。
 1. 大きく変わってほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36.5 %
 2. ある程度変わってほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54.6 
 3. あまり変わってほしくない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.7 
 4. まったく変わってほしくない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8 
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.4 

─内閣支持─
第 15問　あなたは，安倍内閣を支持しますか。それとも支持

しませんか。
 1. 支持する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.1  %
 2. 支持しない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 47.0  
 3. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.9  

─ふだんの支持政党─
第 16問　ふだんはどの政党を支持していますか。
 1. 自民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 42.7  %
 2. 民主党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.6  
 3. 公明党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.9  
 4. 共産党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.0  
 5. 社民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.2  
 6. 国民新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2  
 7. 新党日本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1  
 8. その他の政治団体 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2  
 9. 特に支持している政党はない ‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.6  
 10. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.6  

─いまの支持政党─
第 17問　いまはどの政党を支持していますか。
 1. 自民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.4 %
 2. 民主党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.3 
 3. 公明党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.5 
 4. 共産党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.4 
 5. 社民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.1 
 6. 国民新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4 
 7. 新党日本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2 
 8. その他の政治団体 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3 
 9. 特に支持している政党はない ‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.5
 10. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.9

─選挙区・投票予定候補者 政党まとめ （確定）─
第 4問で「1から 3（投票予定を決定）」と回答した人の第 3

問の結果（分母は有効数）
 1. 自民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.8  % 
 2. 民主党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.0   
 3. 公明党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.3   
 4. 共産党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.9   
 5. 社民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.1   
 6. 国民新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8   
 7. 維新政党・新風 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0   
 8. 9 条ネット ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0   
 9. 共生新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0   
 10. 諸派 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3   
 11. 無所属 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.1   
 12. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.0   
 13. 非該当（第 4問で 4から 6の人） ‥‥‥‥‥‥ 39.5   

─比例・投票予定政党（確定）─
第 7問で「1から 3（投票予定を決定）」と回答した人の第 6

問の結果（分母は有効数）
 1. 自民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.1  %
 2. 民主党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.5  
 3. 公明党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.3  
 4. 共産党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.1  
 5. 社民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.7  
 6. 国民新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7  
 7. 新党日本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.6  
 8. 女性党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3  
 9. 維新政党・新風 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0  
 10. 9 条ネット ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1  
 11. 共生新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1   
 12. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.5   
 13. 非該当（第 7問で 4から 6の人） ‥‥‥‥‥‥ 38.0  
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サンプル構成

職　　　　　業 都市規模

農林・漁業 自営業 勤め人 主婦 無　職 学生他・
無回答

政令
指定都市

30 万以上の
市

10 万以上の
市

10 万未満の
市 町村

1,140 3,035 10,368 7,071 7,382 746 5,982 5,326 7,322 7,504 3,609

3.8 10.2 34.9 23.8 24.8 2.5 20.1 17.9 24.6 25.2 12.1

全体
性 年層

男 女 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上

29,742 人 13,398 16,344 2,308 4,308 4,396 5,889 6,169 6,672

100.0% 45.0 55.0 7.8 14.5 14.8 19.8 20.7 22.4

男の年層 女の年層

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上

1,049 1,872 1,916 2,638 2,933 2,989 1,259 2,436 2,480 3,251 3,236 3,683

3.5 6.3 6.4 8.9 9.9 10.0 4.2 8.2 8.3 10.9 10.9 12.4

地　　　　域

北海道 東北 関東 甲信越 中部 近畿 中国 四国 九州

1,259 2,488 8,823 1,435 4,615 4,413 1,887 1,139 3,682

4.2 8.4 29.7 4.8 15.5 14.8 6.3 3.8 12.4
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―内閣支持―
第 1問　あなたは，安倍内閣を支持しますか。それとも，支持

しませんか。
 1. 支持する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.4  %
 2. 支持しない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 58.0  
 3. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.6  

―支持する理由―
第 1問 SQ1 [ 第 1問で「1. 支持する」の人に ]

 あなたが，安倍内閣を支持する主な理由は何ですか。これ
から読み上げる 5つの中から，1つ選んでお答えください。

 1. 政策に期待が持てるから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.8  %
 2. 支持する政党の内閣だから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.6  
 3. 人柄が信頼できるから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.1  
 4. 実行力があるから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.0  
 5. 他の内閣より良さそうだから ‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.9  
 6. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9  
 7. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.6  
 （分母 =319 人）

―支持しない理由―
第 1問 SQ2 [ 第 1問で「2. 支持しない」の人に ]

 あなたが，安倍内閣を支持しない主な理由は何ですか。こ
れから読み上げる5つの中から，1つ選んでお答えください。

 1. 政策に期待が持てないから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35.4  %
 2. 支持する政党の内閣でないから ‥‥‥‥‥‥‥‥8.4  
 3. 人柄が信頼できないから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.8  
 4. 実行力がないから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.2  
 5. 他の内閣の方が良さそうだから ‥‥‥‥‥‥‥ 13.0  
 6. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.6  
 7. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.5  
 （分母 =630 人）

―安倍内閣に最も期待すること―
第 2問　あなたが，安倍内閣に対して，最も期待することは何です

か。これから読み上げる8つの中から，1つ選んでお答えください。
 1. 格差の問題への対応 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.1  %
 2. 財政赤字の解消 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.2  
 3. 年金制度改革 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.3  
 4. 少子化対策 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.2  
 5. 教育改革 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.2  
 6. 憲法改正 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.7  
 7. 景気対策 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.2  
 8. 北朝鮮への対応 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.8  
 9. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3  
 10. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.1  

―選挙結果の満足度―
第 3問　あなたは，今回の参議院選挙の結果に，全体として

満足していますか。それとも不満ですか。これから読み上
げる 4つの中から 1つ選んでお答えください。

 1. 満足している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.0  %

 2. どちらかといえば満足している ‥‥‥‥‥‥‥ 34.7  
 3. どちらかといえば不満だ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.0  
 4. 不満だ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.7  
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.6  

―自民党大敗の感想―
第 4問　今回の参議院選挙で自民党は改選議席に遠く及ばず，

37議席の大敗に終わりました。これについて，あなたはど
う思いますか。これから読み上げる 3つの中から，1つ選
んでお答えください。

 1. 自民党の議席がもっと多いほうが良かった ‥‥ 27.0  %
 2. 自民党の議席がもっと少ないほうが良かった ‥ 16.6  
 3. 自民党の議席はこの程度でよい ‥‥‥‥‥‥‥ 48.3  
 4. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.1  

―自民党大敗の原因―
第 5問　今回の参議院選挙で，自民党が大敗した主な原因は

何だと思いますか。これから読み上げる 6つの中から 1つ
選んでお答えください。

 1. 年金問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.4  %
 2. 政治とカネをめぐる問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.5  
 3. 閣僚の相次ぐ不適切な発言 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.9  
 4. 安倍総理大臣の指導力の問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.1  
 5. 政権交代への期待 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.3  
 6. 候補者に魅力がなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.0  
 7. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5  
 8. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.2  

―安倍続投どう思う―
第 6問　今回の参議院選挙で，与党側は参議院で過半数を大

きく割り込みましたが，安倍総理大臣は，引き続き政権を
担当することにしています。あなたは，安倍総理大臣の続
投に賛成ですか，反対ですか，それともどちらとも言えま
せんか。

 1. 賛成 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.3  %
 2. 反対 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.9  
 3. どちらともいえない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31.4  
 4. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.4  

―民主党躍進の感想― 
第 7問　今回の参議院選挙で，民主党は 60議席を獲得して大

勝し，初めて参議院で第 1党になりました。これについて，
あなたはどう思いますか。これから読み上げる 3つの中か
ら 1つ選んでお答えください。

 1. 民主党の議席がもっと多いほうが良かった ‥‥ 14.6  %
 2. 民主党の議席がもっと少ないほうが良かった ‥ 25.0  
 3. 民主党の議席はこの程度で良い ‥‥‥‥‥‥‥ 53.1  
 4. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.3  

―民主党躍進の原因は―
第 8問　今回の参議院選挙で，民主党が議席を大きく伸ばし

た主な原因は何だと思いますか。これから読み上げる 6つ
の中から 1つ選んでお答えください。

 1. 年金問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.2  %
 2. 政権の監視役としての期待 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.7  
 3. 政権への不満や不信 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36.6  
 4. 小沢代表への期待 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.9  
 5. 政権交代への期待 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.2  
 6. 候補者に魅力があった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.4  
 7. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5  
 8. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.5  

―民主党の政権を期待するか―
第 9問　あなたは，将来，民主党の政権を期待しますか。そ

れとも期待しませんか。

【調査の概要】
1. 調査目的
 内閣支持や政党支持など，国民の政治意識を調査する
2. 調査時期
 2007 年 8月10日（金）～ 12日（日）
3. 調査相手
 全国の 20歳以上の国民 1,828 人
4. 調査方法
 電話法（RDD）
5. 回答数（率）
 1,086 人（59.4%）

政治意識月例調査
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 1. 期待する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.5  %
 2. 期待しない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43.7  
 3. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.8  

―衆参ねじれ国会の評価―
第 10 問　今回の参議院選挙で，参議院では野党側が過半数

を占めました。あなたは，衆議院では与党側が多数で，参
議院では野党側が多数という国会の状況について，利点が
大きいと思いますか，それとも弊害が大きいと思いますか。
それともどちらともいえませんか。

 1. 利点が大きいと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.9  %
 2. 弊害が大きいと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.3  
 3. どちらともいえない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 51.7  
 4. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.2  

―改造人事への期待は―
第 11問　今回の参議院選挙の結果を受けて，安倍総理大臣は，

今月下旬に内閣改造を行う方針です。あなたは，今度の内
閣改造にどの程度期待していますか。これから読み上げる
4つの中から 1つ選んでお答えください。

 1. 大いに期待する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.2  %
 2. ある程度期待する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.9  
 3. あまり期待しない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36.7  
 4. まったく期待しない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.9  
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.2  

―改造で重視すべき点は―
第 12問　今度の内閣改造をめぐって，自民党内では，安倍総

理大臣が自らに近い議員を重用する人事手法をやめ，挙党
体制を重視すべきだという意見がある一方で，政策を実現
するため「安倍カラー」を重視すべきだという意見があり
ます。あなたは，安倍総理大臣がどちらを重視すべきだと
考えますか。これから読み上げる 3つの中から，1つ選ん
でお答えください。

 1. 挙党体制を重視すべきだ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.1  %
 2. 「安倍カラー」を重視すべきだ ‥‥‥‥‥‥‥ 16.1  
 3. どちらともいえない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.8  
 4. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0  
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.0  

―望ましい解散総選挙の時期―
第 13問　それではあなたは，衆議院の解散・総選挙の時期につ

いて，どのようにお考えですか。これから読み上げる5つの中
から，あなたのお考えに近いものを1つ選んでお答えください。

 1. ただちに解散して総選挙を行うべきだ ‥‥‥‥ 16.5  %
 2. 年内には解散して総選挙を行うべきだ ‥‥‥‥ 28.8  
 3. 平成 20年度予算案が成立したあと，
  来年春ごろには行うべきだ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.8  
 4. 日本でのサミットが終わったあと，
  来年夏ごろには行うべきだ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.2  
 5. 再来年の任期満了まで総選挙を行う必要はない ‥ 16.7  
 6. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1  
 7. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.9  

 
―テロ対策特別法延長の賛否―
第 14問　ところで，海上自衛隊がインド洋でアメリカ軍などの

艦船に燃料の補給活動を行うための「テロ対策特別法」につ
いてお伺いします。この法律はことし11月で期限切れを迎え
るため，政府は，秋の臨時国会で期限を延長するための改正
案を成立させたいとしています。あなたは，この改正案に賛成
ですか，反対ですか，それともどちらとも言えませんか。

 1. 賛成 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.3  %
 2. 反対 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.5  
 3. どちらともいえない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 38.0  
 4. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.2  

―今の支持政党―
第 15問　いま，あなたは，何党を支持していますか。 支持し

ている政党の名前を，1つだけおっしゃってください。
 1. 自民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.7  %
 2. 民主党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.0  
 3. 公明党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.5  
 4. 共産党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.7  
 5. 社民党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.3  
 6. 国民新党 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4  
 7. 新党日本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4  
 8. その他の政治団体 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0  
 9. 特に支持している政党はない ‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.8  
 10. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.3  

全　体 性　　別 年　　層
男　性 女　性 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 無回答

1,086 人 471 615 56 139 155 213 231 253 39
100.0 % 43.4 56.6 5.2 12.8 14.3 19.6 21.3 23.3 3.6

全　体
男 の 年 層 女 の 年 層

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70歳以上 無回答 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70歳以上 無回答
1,086 人 26 57 77 90 103 105 13 30 82 78 123 128 148 26
100.0% 2.4 5.2 7.1 8.3 9.5 9.7 1.2 2.8 7.6 7.2 11.3 11.8 13.6 2.4

サンプル構成

全　体
職　　　　　業

専業主婦（パート含む） 勤め人 無　職 農林・漁業 自営業 学生・その他・無回答
1,086 人 286 339 278 25 105 53
100.0 % 26.3 31.2 25.6 2.3 9.7 4.9

全　体
都　市　規　模

人口 100 万以上の市 人口 30 万以上の市 人口 10 万以上の市 人口 5 万以上の市町村 人口 5 万未満の市町村 無回答
1,086 人 237 234 248 141 160 66
100.0 % 21.8 21.5 22.8 13.0 14.7 6.1




